






左から順に、宮口晃一さん 大阪匡史さん 川村洋平さん

街を、ビールで明る＜照らす。
2022年にオ ープンした、札幌の新しいクラフトビール醸造所＆タップル ーム「Streetlight Brewing（ストリ ートライト・ブル ーイング）」

人と人とを結びつけるビールのチカラでつながった3人が、ビール造りを真ん中に置きながら、人も街も楽しく照らす場づくりを目指している。

02 ／ポ ー トランドでつながった3人の思い／
異なるバックボーンを持つ3人をつないだのは、ポートランド でした。ポートランドはクラフトビー ルの醸造所が

多いビール天国として世界中から注目を集めていました。

ポートランドの地域活性化に興味があった大阪さんは、2017年にポートランド州立大学のまちづくり人材育成

プログラムに参加。 「滞在中に印象的だったのは、地域の住民が老若男女、ビールを飲みながら楽しんでいること。

ビー ルがまちづくりのツ ールになることを実感しました」と当時を振り返ります。その後、宮口さんも同じプログラ

ムに参加し、 「ビールを起点にみんなが楽しめる場づくりをしたいという思いが高まった」と話します。

大阪さんは2019年の札幌・ポートランド姉妹都市提携60周年の記念ビールを造る事業を企画し、そのビー ル

を醸造したのが川村さんでした。また、宮口さんは両市をリアルタイムでつないで記念ビー ルで乾杯するイベントを

開催。ポートランドとビールの求心力で、3人の思いが近づいていきました。

03 ／気持ちも街も明るくなるような、おいしい「街灯」づくりを／

~History~ 

開業までの道のり

01 ／三者三様のビ ー ルヘのアプロ ー チ／
「 Streetlight Brewing（ストリートライト・ブルーイング）」を運営する 「合同会社札幌醸々（じょうじょう ）」は、代表社員3人のユニークな経歴

と個性が魅力のひとつ。特にクラフトビールとの出会い、アプローチが 三者三様なのです。

会社のマネジメントと企画・デザインを担当する大阪匡史さんの前職は、フリー ランスのコピーライタ ー。札幌のまちづくりに携わる中で、札幌の

姉妹都市であるアメリカ・オレゴン州ポートランド市のまちづくりに興味を持ち、そこからビールで地域の賑わいを創出したいという思いが芽生え
たといいます。

醸造を担当するのは、川村洋平さん。クラフトビー ルの世界では、その名をよく知られる 「ファントムブルワー」の第 一人者です。ファントムブル

ワーとは醸造所を持たない醸造家のこと。川村さんは自身のブランド 「 Hobo Brewing（ホーボー・ブルーイング）」を持ち、国内外の醸造所を借

りて、あるいはコラボレー ションしてビールを造るほか、道内外のクラフトビール醸造所の立ち上げにも協力。現在も両ブランドのビール醸造を手

がけています。

営業と店舗のマネジメントを担当する宮口晃 ーさんは、

前職が公務員という異色の経歴の持ち主です。在職中に

胆振東部地震の復興支援ビー ル造りに携わるなど、クラ

フトビー ルが結んだ縁がきっかけで退職。ビー ル伝道師
「 ビー ル王子」として情報発信やイベントプロデュ ースな

ど、ビールと人をつなぐ幅広い活動をしてきました。

ビールを軸に地域の賑わいを醸成し、札幌のビー ルカルチャ ーを盛り立て

ていきたい。その思いを共有した大阪さんと川村さんがブルワリー 開設に向

けて準備を進める中、宮口さんも加わり、2021年に合同会社札幌醸々を設立

しました。

規模の大きなブルワリー建設が可能な場所探しに難航しましたが、桑園工

リアに2022年にストリートライト・ブルーイングが完成。翌年から本格的な

醸造が始まり、醸造所を眺めながら過こせるタップルーム（ビアバ ー ）もオー

プンしました。

ブランド名でもあるストリートライトとは、街灯のこと。 「グラスに注がれる

ビー ルは、街に降り注ぐ光。飲んだ人の心が明るくはずみ、その明るさが街に

広がっていくようなビールでありたい」と大阪さんは説明します。

~Assignment~ 

開業までの課題・解決方法
「開業までの一 番の課題は、やはり資金調達。人のこ縁で北海道信用保証協会の存

在を知り、経営サポート会議の開催を依頼し、事業計画を共有させていただきました。

資金の多くは応援をいただいた市民の方々や企業からのファンド出資により調達。

残る資金は、金融機関からの融資と、北海道中小企業総合支援センタ ーの小規模企業
者等設備貸与制度（割賦販売）により調達が実現しました」と振り返る大阪さん。

このほか北海道イノベー ションプラットフォ ームの取り組みにより、北海道立総合研

究機構からビー ル用大麦に関する情報提供や、さらに、販路拡大のきっかけづくりとし

て北海道貿易物産振興会が運営する 「北海道どさんこプラザ」でのテスト販売制度を

活用。 「札幌の玄関口であるJR札幌駅にあるどさんこプラザに商品を置いてもらうこと

で、自分たちのビー ルを知ってもらえる良い機会になれば」と大阪さんは期待していま

す。
合同会社札幌醸々 大阪匡史さん
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